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 報告 (協議の場の検討状況・コーディネーターの活用状況) 

県単位 
●「協議の場」(自立支援協議会の専門部会)における検討 

●「コーディネーター」の養成研修（H30～ 240 名受講） 

●「コーディネーター」のフォローアップ研修の実施【R3 新規】 

●「アドバイザー」の配置及び派遣【R3 新規】 

行政機関【市役所・町村役場】 

●「協議の場」を設置し、地域における連携体制の構築の中心を担う 

●「コーディネーター」を配置 

 支援 （地域の好事例の紹介やマニュアル化）  意見交換・情報共有 

コーディネーター【基幹相談支援センターの相談支援専門員・保健所や保健センターの保健師 等】 

● 医療的ケア児とその家族からのさまざまな相談を受けとめ、総合的に対応 

● 医療的ケア児等の支援ニーズや地域資源の状況を把握し、地域課題の解決や地域資源の開発を図る 

「協議の場」づくり 

圏域単位 

●「協議の場」(障害保健福祉圏域会議)における検討 

●「コーディネーター」の「協議の場」における情報提供 

市町村単位 
●「協議の場」(自立支援協議会等)における検討 

●「コーディネーター」による「協議の場」の参画を始め 

とした医療的ケア児支援のための地域づくりの推進 
 

 

 意見交換・情報共有 

医療的ケア児とその家族 

総合的相談⇔対応 

個別的相談⇔対応 

〔 資 料 ２ 〕 

保健分野の関係機関【保健所 等】 

医療分野の関係機関【病院・診療所・訪問看護ステーション 等】 

福祉分野の関係機関【障害児通所／相談支援事業所・障害児入所施設 等】 

保育分野の関係機関【保育所 等】 

教育分野の関係機関【学校】 

○各種相談の対応を調整／対応困難な事例は、「協議の場」で 

「コーディネーター」が中心となって対応を検討 

○フォローアップ研修によるスキルアップ及び知識のアップデート

○アドバイザーによる困難事例相談や社会資源開拓の相談等の支援 【新規】 

【新規】 


